
        
 

 

想
い
を
乗
せ
て
～
水
郡
線
全
線
開
通
九
十
周
年 

赤
津
康
明 

  

大
子
町
に
関
す
る
鉄
道
の
歴
史
を
振
り
返
る
時
、
今
か
ら
お
よ
そ
百
年
前
、

大
正
十
一
年(

一
九
二
二)

の
四
月
十
一
日
に
鉄
道
省(

現
在
の
国
土
交
通
省)

に

よ
っ
て
公
布
さ
れ
た
改
正
鉄
道
敷
設
法
が
あ
る
。 

そ
れ
は
、
全
国
で
新
た
に
約
一
万
キ
ロ
に
及
ぶ
一
四
九
路
線
を
整
備
す
る

と
い
う
壮
大
な
計
画
で
あ
り
、
そ
の
中
の
第
三
六
号
に
は
、
大
子
に
関
す
る

次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。 

「
栃
木
県
茂
木
ヨ
リ
烏
山
ヲ
経
テ
茨
城
県
大
子
ニ
至
ル
鉄
道
及
栃
木
県
大
桶

附
近
ヨ
リ
分
岐
シ
テ
黒
磯
ニ
至
ル
鉄
道
」 

 

つ
ま
り
、
大
子
か
ら
栃
木
方
面
へ
向
け
、
東
北
本
線
や
烏
山
線
、
真
岡
線

(

現
在
の
真
岡
鐵
道)

へ
と
鉄
道
を
延
伸
す
る
計
画
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の

効
果
に
つ
い
て
解
説
し
た
『
鉄
道
敷
設
法
予
定
線
路
説
明
』(

大
正
九
年
発
行)

に
よ
れ
ば
「
茂
木
、
烏
山
、
馬
頭
、
大
子
は
い
ず
れ
も
地
方
物
資
の
集
散
地

で
あ
り
、 

本
線
路
の
敷
設
は
宇
都
宮
を
中
心
と
し
て
物
資
の
需
給
を
円
滑
に

す
る
こ
と
に
な
り
、
大
い
に
産
業
の
発
展
に
貢
献
す
る
だ
ろ
う
」
と
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
実
現
に
は
、
地
域
の
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。 

し
か
し
そ
の
後
、
第
二
次
世
界
大
戦
な
ど
の
諸
事
情
に
よ
り
、
計
画
さ
れ

て
い
た
新
規
路
線
の
多
く
が
着
工
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
「
予
定
線
」
と
な
り
、

大
子
と
栃
木
県
を
結
ぶ
鉄
道
建
設
も
幻
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

そ
れ
か
ら
約
十
年
後
と
な
る
昭
和
九
年(

一
九
三
四)

、
水
郡
線
は
地
元
住
民

の
強
い
要
望
と
数
多
く
の
関
係
者
の
懸
命
の
努
力
が
実
を
結
び
、
水
戸
か
ら

大
子
を
経
て
郡
山
へ
と
続
く
路
線
と
し
て
全
線
開
通
し
た
。
こ
の
間
の
経
緯

は
、
過
去
の
本
通
信
で
の
野
内
正
美
氏
、
大
金
祐
介
氏
、
神
長
敏
氏
に
よ
る

玉
稿
な
ど
に
詳
し
い
が
、
ま
さ
に
長
年
の
悲
願
達
成
の
瞬
間
で
あ
っ
た
。 

そ
の
後
の
水
郡
線
は
、
地
域
住
民
の
移
動
手
段
と
し
て
、
ま
た
奥
久
慈
を

訪
れ
る
観
光
客
の
足
と
し
て
、
走
り
続
け
て
い
る
。
令
和
元
年
東
日
本
台
風

で
は
、
久
慈
川
に
架
か
る
鉄
橋
が
流
出
す
る
と
い
う
甚
大
な
被
害
を
受
け
た

が
、
多
く
の
人
々
の
尽
力
に
よ
り
予
定
よ
り
早
く
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
、

今
日
に
至
っ
て
い
る
。 

先
日
、
早
暁
の
Ｊ
Ｒ
常
陸
大
子
駅
周
辺
を
散
策
し
た
折
、
午
前
五
時
台
の

水
戸
行
き
始
発
列
車
に
乗
車
す
る
学
生
達
の
姿
を
見
な
が
ら
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

の
社
歌
『
明
け
行
く
空
に
』
の
一
節
が
思
い
浮
か
ん
だ
。 

 

明
け
行
く
空
に
響
く
笛
の
音
は 

今
を
出
発
（
た
び
だ
）
つ
み
ん
な
の
想
い 

 

 

風
に
乗
れ
君
よ 

君
は
雲
に
乗
れ 

目
指
す
理
想
は
大
き
な
未
来 

  

本
年
十
二
月
四
日
に
、
水
郡
線
は
全
線
開
通
か
ら
九
十
周
年
の
記
念
す
べ

き
日
を
迎
え
る
。
こ
れ
ま
で
ど
れ
だ
け
の
人
々
が
、
日
々
の
生
活
の
な
か
で
、

ま
た
未
来
へ
の
旅
立
ち
の
起
点
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
駅
を
利
用
し
た
こ
と

だ
ろ
う
。
鉄
道
が
町
を
走
る
有
り
難
さ
と
水
郡
線
の
歴
史
を
想
う
時
、
そ
の

大
切
さ
を
改
め
て
実
感
す
る
。 

地
域
社
会
が
、
人
口
減
少
な
ど
の
様
々
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
な
か
、

大
子
町
に
と
っ
て
、
そ
し
て
茨
城
県
北
地
域
の
未
来
に
と
っ
て
も
、
水
郡
線

は
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
る
。
こ
れ
を
次
の
世
代
に
つ
な
い
で
い
く
た
め
に

も
、
こ
こ
に
水
郡
線
全
線
開
通
九
十
周
年
を
祝
う
と
と
も
に
、
路
線
存
続
へ

の
強
い
想
い
を
新
た
に
し
た
い
。 

（
大
子
町
副
町
長
） 
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大
子
に
お
け
る
内
田
熊
蔵
の
足
跡 

内
田
正
人 

 

内
田
熊
蔵
は
、
私
の
曾
祖
父
で
、
水
戸
の
実
家
に
あ
る
位
牌
に
は
、「
元
治

元
年
（
一
八
六
四
）
九
月
三
十
日
、
内
田
和
三
郎
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
、
昭

和
十
五
年
一
月
十
五
日
歿
す 

行
年
七
十
七
歳
」
と
あ
っ
た
。
小
さ
い
頃
に
、

熊
蔵
に
つ
い
て
、
母
か
ら
「
厳
格
な
祖
父
で
、
彼
は
明
治
時
代
に
小
学
校
の

教
員
を
し
て
お
り
、
い
ろ
い
ろ
な
学
校
で
校
長
を
勤
め
て
い
た
こ
と
、
特
に

大
子
町
の
小
学
校
に
は
長
く
勤
務
し
て
お
り
、
大
子
二
高
の
初
代
校
長
で
あ

っ
た
」
と
い
う
話
を
よ
く
聞
か
さ
れ
て
い
た
。
小
学
校
の
教
員
で
あ
っ
た
熊

蔵
が
、
旧
大
子
二
高
の
初
代
校
長
と
い
う
こ
と
に
興
味
を
抱
き
、
彼
の
足
跡

を
ず
っ
と
辿
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。 

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
、
最
初
の
近
代
的
学
校
制
度
を
定
め
た
「
学
制
」

の
発
布
当
時
は
、
寺
子
屋
、
私
塾
、
禄
を
離
れ
た
藩
校
の
士
族
が
殆
ど
無
条

件
で
小
学
校
教
員
に
採
用
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
明
治
七
年
一
月
に
、
本
県

で
最
初
に
新
治
県
小
学
師
範
学
校
が
土
浦
に
開
設
、
同
年
三
月
に
は
、
水
戸

に
拡
充
師
範
学
校
が
開
設
さ
れ
た
。
し
か
し
、
政
府
は
師
範
学
校
に
お
け
る

教
員
養
成
と
併
行
し
て
、
試
験
（
検
定
）
制
度
を
実
施
し
、
教
員
は
士
族
階
級

か
ら
平
民
階
級
へ
と
移
っ
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。
熊
蔵
は
、
こ
の
検
定
試
験

に
よ
り
免
許
状
を
受
け
、
七
等
訓
導
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

熊
蔵
の
足
跡
に
つ
い
て
は
、
す
ぐ
に
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
残
さ
れ
て
い

た
書
物
の
中
に
『
茨
城
県
教
育
家
略
傳
』
上
下
二
巻
（
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九

四
）
）
が
あ
り
、
本
県
の
百
人
以
上
の
明
治
初
期
の
教
育
家
紹
介
の
中
に
、
熊

蔵
の
教
師
と
し
て
の
略
歴
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
熊
蔵
二
十
九
歳
の
時
の

発
行
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
、
熊
蔵
が
教
師
に
な
る
ま
で
の
経
歴
が
詳
し
く

記
さ
れ
て
い
た
。 

さ
ら
に
、
茨
城
大
学
図
書
館
で
、
『
茨
城
教
育
家
評
伝
』（
大
正
三
年
（
一
九

一
四
）
茨
城
教
成
社
）
を
閲
覧
し
た
と
こ
ろ
、
久
慈
郡
大
子
尋
常
高
等
小
学
校

長
の
写
真
と
、
彼
の
略
歴
が
詳
し

く
書
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
上

の
肖
像
写
真
は
、
こ
の
「
評
伝
」

の
巻
頭
に
あ
っ
た
。 

熊
蔵
の
略
歴
に
よ
れ
ば
、
短
い

期
間
で
、
県
内
の
数
多
く
の
小
学

校
に
訓
導
兼
校
長
と
し
て
勤
務
し

た
が
、
久
慈
郡
で
は
、
上
小
川
、

頃
藤
、
小
菅
、
幸
久
の
各
小
学
校

に
勤
務
の
後
に
、
明
治
三
十
九
年

（
一
九
〇
六
）
に
大
子
尋
常
高
等
小
学
校
長
と
な
っ
た
。
熊
蔵
四
十
二
歳
の
時

で
あ
り
、
大
正
四
年
ま
で
十
年
間
奉
職
し
た
の
で
あ
る
。 

明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
、
熊
蔵
は
、
女
子
技
芸
学
校
の
設
立
が
、
教

育
面
か
ら
大
子
町
の
発
展
に
寄
与
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
、『
い
は
ら
き
』
新

聞
紙
上
で
主
張
し
た
。
こ
の
年
に
、
大
子
町
長
益
子
彦
五
郎
と
熊
蔵
を
顧
問

と
し
て
、
野
内
せ
き
宅
二
階
を
仮
教
場
に
あ
て
、
大
子
女
子
技
芸
講
習
所
が

発
足
、
熊
蔵
が
小
学
校
長
と
兼
務
し
て
、
初
代
校
長
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（
『
大

子
町
史 

通
史
編 

下
巻
』
）
。
こ
の
女
子
技
芸
講
習
所
は
、
女
子
技
芸
補
習
学
校
、

女
子
技
芸
学
校
と
名
称
変
更
、
さ
ら
に
県
立
大
子
高
等
女
学
校
、
県
立
大
子

第
二
高
等
学
校
と
な
っ
た
（
『
八
〇
年
の
あ
ゆ
み
清
峰
』
）
。
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇

六
）
に
、
高
校
再
編
に
よ
り
閉
校
と
な
り
、
大
子
一
高
に
統
合
さ
れ
、
現
在
の

大
子
清
流
高
校
に
引
き
継
が
れ
た
の
で
あ
る
。
大
子
二
高
の
沿
革
で
は
、
設

立
年
は
明
治
四
十
三
年
で
あ
り
、
熊
蔵
は
大
子
尋
常
高
等
小
学
校
長
と
の
兼

務
で
、
六
年
間
勤
め
た
こ
と
が
は
っ
き
り
し
た
の
で
あ
る
。 

大
子
に
関
す
る
熊
蔵
の
遺
し
た
史
料
は
数
多
い
。
そ
の
一
つ
に
、
大
子
尋

常
高
等
小
学
校
の
罫
紙
に
書
い
た
『
大
子
町
郷
土
誌
』
が
あ
る
。
保
内
郷
略

図
や
袋
田
村
池
田
の
地
図
、
明
治
四
十
一
年
度
の
ク
ラ
ス
数
、
男
女
生
徒
数
、

教
育
費(

校
費)

等
の
詳
細
が
書
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
関
連
史
料
に
つ

い
て
は
、
別
の
機
会
を
設
け
て
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
（
日
立
市
在
住
） 

東
京
と
大
子
町
の
二
地
域
居
住
と 

「D
AIG

O
 SAU

N
A

」
の
物
語 和

田
真
寛 

 
 

は
じ
め
ま
し
て
、
和
田
真
寛
と
申
し
ま
す
。
私
は
、
東
京
と
大
子
町
と
の

二
地
域
居
住
を
し
な
が
ら
、
「D

AIG
O

 SAU
N

A

」
と
い
う
宿
泊
事
業
を
営

ん
で
い
ま
す
。
大
子
町
と
の
つ
な
が
り
は
、
私
た
ち
夫
婦
の
祖
父
母
の
家
が

共
に
大
子
町
に
あ
っ
た
こ
と
で
す
。
子
供
の
頃
か
ら
夏
休
み
や
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
、
お
正
月
な
ど
の
時
間
を
こ
の
町
で
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
コ
ロ
ナ
禍
が
私
た
ち
の
生
活
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
時
、
自
然

豊
か
な
環
境
で
子
育
て
を
し
た
い
、
家
族
の
時
間
を
大
切
に
し
た
い
と
い
う

思
い
が
強
く
な
り
、
町
内
の
空
き
家
を
購
入
し
て
令
和
四
年
か
ら
二
地
域
居

住
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
毎
月
一
度
、
週
末
に
は
家
族
と
共
に
大
子
町
を

訪
れ
、
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
生
活
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
都
会
の
便
利

さ
を
享
受
し
つ
つ
、
大
子
町
で
の
暮
ら
し
は
私
た
ち
家
族
に
と
っ
て
欠
か
せ

な
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

大
子
町
で
は
、
子
供
た
ち
が
広
々
と
し
た
環
境
の
中
で
自
由
に
遊
び
、
自

然
と
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
る
の
が
何
よ
り
の
魅
力
で
す
。
本
音
を
言
え
ば
、

仕
事
や
子
供
の
学
校
の
調
整
な
ど
が
必
要
に
な
る
の
で
少
し
大
変
な
部
分
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
季
節
ご
と
の
豊
か
な
自
然
体
験
が
で
き
る
こ
と
は
、

親
と
し
て
も
非
常
に
あ
り
が
た
く
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
元
で
採
れ
た

新
鮮
な
野
菜
や
、
奥
久
慈
し
ゃ
も
や
鮎
の
塩
焼
き
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
も
大
子
町
の
魅
力
の
一
つ
で
す
。 

そ
し
て
、
大
子
町
の
自
然
や
文
化
の
魅
力
を
よ
り
多
く
の
人
に
伝
え
た
い

と
い
う
思
い
か
ら
、
令
和
五
年
に
「
大
谷
石
の
蔵
サ
ウ
ナ
と
古
民
家
宿-

D
AIG

O
 SAU

N
A

-

」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
二
地
域
居
住
の
遊
休
期
間
を

宿
泊
施
設
と
し
て
活
用
し
て
よ
り
多
く
の
人
に
大
子
町
で
の
特
別
な
体
験
を

提
供
す
る
こ
と
に
大
き
な
価
値
を
見
出
し
て
い
ま
す
。
宿
泊
者
に
は
、
薪
ス

ト
ー
ブ
や
囲
炉
裏
な
ど
、
田
舎
な
ら
で
は
の
温
か
み
あ
る
体
験
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
大
谷
石

の
蔵
を
利
活
用
し
た
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
サ
ウ
ナ
も
提
供
し
て
い
ま

す
。
見
晴
ら
し
が
良
く
、
大
子
町

の
雄
大
な
自
然
を
存
分
に
満
喫

で
き
る
環
境
に
あ
り
ま
す
。
四
季

折
々
の
風
景
を
眺
め
な
が
ら
、
日

常
の
喧
騒
を
忘
れ
、
心
地
よ
い
時

間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。
こ
の
場
所

が
、
訪
れ
る
人
々
に
と
っ
て
大
子
町
の
新
た
な
魅
力
を
発
見
す
る
き
っ
か
け

と
な
り
、
そ
し
て
何
度
も
足
を
運
び
た
く
な
る
よ
う
な
場
所
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。 

大
子
町
と
東
京
を
行
き
来
す
る
生
活
を
続
け
る
中
で
、
私
は
、
町
に
定
住

す
る
方
が
持
ち
に
く
い
俯
瞰
し
た
視
点
や
、
都
市
部
で
培
っ
た
人
や
企
業
と

の
つ
な
が
り
を
通
じ
て
、
町
に
貢
献
で
き
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
二
地
域
居
住
者
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
役
割
だ
と
考
え
て
お
り
、
今
後
も

そ
の
視
点
を
生
か
し
て
町
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
何
よ
り
も
感
謝
し
て
い
る
の
は
、
温
か
く
迎
え
入
れ
て
く
だ
さ

っ
た
大
子
町
民
の
皆
さ
ん
で
す
。
私
た
ち
家
族
も
こ
の
町
で
楽
し
い
時
間
を

過
ご
せ
て
い
ま
す
。
特
に
、
子
供
た
ち
が
大
子
町
の
自
然
や
文
化
に
触
れ
な

が
ら
成
長
で
き
る
こ
と
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
喜
び
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
家
族
と
し
て
、
こ
の
町
で
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。 

「D
AIG

O
 SAU

N
A

」
を
き
っ
か
け
に
、
大
子
町
の
魅
力
を
よ
り
多
く
の

人
に
伝
え
た
い
と
い
う
思
い
が
ま
す
ま
す
強
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

こ
の
町
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
、
皆
さ
ん
と
共
に
素
晴
ら
し
い
未
来
を
築

い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
東
京
都
／
大
子
町
在
住
） 
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大
子
に
お
け
る
内
田
熊
蔵
の
足
跡 

内
田
正
人 

 

内
田
熊
蔵
は
、
私
の
曾
祖
父
で
、
水
戸
の
実
家
に
あ
る
位
牌
に
は
、「
元
治

元
年
（
一
八
六
四
）
九
月
三
十
日
、
内
田
和
三
郎
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
、
昭

和
十
五
年
一
月
十
五
日
歿
す 

行
年
七
十
七
歳
」
と
あ
っ
た
。
小
さ
い
頃
に
、

熊
蔵
に
つ
い
て
、
母
か
ら
「
厳
格
な
祖
父
で
、
彼
は
明
治
時
代
に
小
学
校
の

教
員
を
し
て
お
り
、
い
ろ
い
ろ
な
学
校
で
校
長
を
勤
め
て
い
た
こ
と
、
特
に

大
子
町
の
小
学
校
に
は
長
く
勤
務
し
て
お
り
、
大
子
二
高
の
初
代
校
長
で
あ

っ
た
」
と
い
う
話
を
よ
く
聞
か
さ
れ
て
い
た
。
小
学
校
の
教
員
で
あ
っ
た
熊

蔵
が
、
旧
大
子
二
高
の
初
代
校
長
と
い
う
こ
と
に
興
味
を
抱
き
、
彼
の
足
跡

を
ず
っ
と
辿
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。 

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
、
最
初
の
近
代
的
学
校
制
度
を
定
め
た
「
学
制
」

の
発
布
当
時
は
、
寺
子
屋
、
私
塾
、
禄
を
離
れ
た
藩
校
の
士
族
が
殆
ど
無
条

件
で
小
学
校
教
員
に
採
用
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
明
治
七
年
一
月
に
、
本
県

で
最
初
に
新
治
県
小
学
師
範
学
校
が
土
浦
に
開
設
、
同
年
三
月
に
は
、
水
戸

に
拡
充
師
範
学
校
が
開
設
さ
れ
た
。
し
か
し
、
政
府
は
師
範
学
校
に
お
け
る

教
員
養
成
と
併
行
し
て
、
試
験
（
検
定
）
制
度
を
実
施
し
、
教
員
は
士
族
階
級

か
ら
平
民
階
級
へ
と
移
っ
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。
熊
蔵
は
、
こ
の
検
定
試
験

に
よ
り
免
許
状
を
受
け
、
七
等
訓
導
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

熊
蔵
の
足
跡
に
つ
い
て
は
、
す
ぐ
に
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
残
さ
れ
て
い

た
書
物
の
中
に
『
茨
城
県
教
育
家
略
傳
』
上
下
二
巻
（
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九

四
）
）
が
あ
り
、
本
県
の
百
人
以
上
の
明
治
初
期
の
教
育
家
紹
介
の
中
に
、
熊

蔵
の
教
師
と
し
て
の
略
歴
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
熊
蔵
二
十
九
歳
の
時
の

発
行
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
、
熊
蔵
が
教
師
に
な
る
ま
で
の
経
歴
が
詳
し
く

記
さ
れ
て
い
た
。 

さ
ら
に
、
茨
城
大
学
図
書
館
で
、
『
茨
城
教
育
家
評
伝
』（
大
正
三
年
（
一
九

一
四
）
茨
城
教
成
社
）
を
閲
覧
し
た
と
こ
ろ
、
久
慈
郡
大
子
尋
常
高
等
小
学
校

長
の
写
真
と
、
彼
の
略
歴
が
詳
し

く
書
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
上

の
肖
像
写
真
は
、
こ
の
「
評
伝
」

の
巻
頭
に
あ
っ
た
。 

熊
蔵
の
略
歴
に
よ
れ
ば
、
短
い

期
間
で
、
県
内
の
数
多
く
の
小
学

校
に
訓
導
兼
校
長
と
し
て
勤
務
し

た
が
、
久
慈
郡
で
は
、
上
小
川
、

頃
藤
、
小
菅
、
幸
久
の
各
小
学
校

に
勤
務
の
後
に
、
明
治
三
十
九
年

（
一
九
〇
六
）
に
大
子
尋
常
高
等
小
学
校
長
と
な
っ
た
。
熊
蔵
四
十
二
歳
の
時

で
あ
り
、
大
正
四
年
ま
で
十
年
間
奉
職
し
た
の
で
あ
る
。 

明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
、
熊
蔵
は
、
女
子
技
芸
学
校
の
設
立
が
、
教

育
面
か
ら
大
子
町
の
発
展
に
寄
与
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
、『
い
は
ら
き
』
新

聞
紙
上
で
主
張
し
た
。
こ
の
年
に
、
大
子
町
長
益
子
彦
五
郎
と
熊
蔵
を
顧
問

と
し
て
、
野
内
せ
き
宅
二
階
を
仮
教
場
に
あ
て
、
大
子
女
子
技
芸
講
習
所
が

発
足
、
熊
蔵
が
小
学
校
長
と
兼
務
し
て
、
初
代
校
長
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（
『
大

子
町
史 

通
史
編 

下
巻
』
）
。
こ
の
女
子
技
芸
講
習
所
は
、
女
子
技
芸
補
習
学
校
、

女
子
技
芸
学
校
と
名
称
変
更
、
さ
ら
に
県
立
大
子
高
等
女
学
校
、
県
立
大
子

第
二
高
等
学
校
と
な
っ
た
（
『
八
〇
年
の
あ
ゆ
み
清
峰
』
）
。
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇

六
）
に
、
高
校
再
編
に
よ
り
閉
校
と
な
り
、
大
子
一
高
に
統
合
さ
れ
、
現
在
の

大
子
清
流
高
校
に
引
き
継
が
れ
た
の
で
あ
る
。
大
子
二
高
の
沿
革
で
は
、
設

立
年
は
明
治
四
十
三
年
で
あ
り
、
熊
蔵
は
大
子
尋
常
高
等
小
学
校
長
と
の
兼

務
で
、
六
年
間
勤
め
た
こ
と
が
は
っ
き
り
し
た
の
で
あ
る
。 

大
子
に
関
す
る
熊
蔵
の
遺
し
た
史
料
は
数
多
い
。
そ
の
一
つ
に
、
大
子
尋

常
高
等
小
学
校
の
罫
紙
に
書
い
た
『
大
子
町
郷
土
誌
』
が
あ
る
。
保
内
郷
略

図
や
袋
田
村
池
田
の
地
図
、
明
治
四
十
一
年
度
の
ク
ラ
ス
数
、
男
女
生
徒
数
、

教
育
費(

校
費)

等
の
詳
細
が
書
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
関
連
史
料
に
つ

い
て
は
、
別
の
機
会
を
設
け
て
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
（
日
立
市
在
住
） 

東
京
と
大
子
町
の
二
地
域
居
住
と 

「D
AIG

O
 SAU

N
A

」
の
物
語 和

田
真
寛 

 
 

は
じ
め
ま
し
て
、
和
田
真
寛
と
申
し
ま
す
。
私
は
、
東
京
と
大
子
町
と
の

二
地
域
居
住
を
し
な
が
ら
、
「D

AIG
O

 SAU
N

A

」
と
い
う
宿
泊
事
業
を
営

ん
で
い
ま
す
。
大
子
町
と
の
つ
な
が
り
は
、
私
た
ち
夫
婦
の
祖
父
母
の
家
が

共
に
大
子
町
に
あ
っ
た
こ
と
で
す
。
子
供
の
頃
か
ら
夏
休
み
や
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
、
お
正
月
な
ど
の
時
間
を
こ
の
町
で
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
コ
ロ
ナ
禍
が
私
た
ち
の
生
活
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
時
、
自
然

豊
か
な
環
境
で
子
育
て
を
し
た
い
、
家
族
の
時
間
を
大
切
に
し
た
い
と
い
う

思
い
が
強
く
な
り
、
町
内
の
空
き
家
を
購
入
し
て
令
和
四
年
か
ら
二
地
域
居

住
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
毎
月
一
度
、
週
末
に
は
家
族
と
共
に
大
子
町
を

訪
れ
、
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
生
活
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
都
会
の
便
利

さ
を
享
受
し
つ
つ
、
大
子
町
で
の
暮
ら
し
は
私
た
ち
家
族
に
と
っ
て
欠
か
せ

な
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

大
子
町
で
は
、
子
供
た
ち
が
広
々
と
し
た
環
境
の
中
で
自
由
に
遊
び
、
自

然
と
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
る
の
が
何
よ
り
の
魅
力
で
す
。
本
音
を
言
え
ば
、

仕
事
や
子
供
の
学
校
の
調
整
な
ど
が
必
要
に
な
る
の
で
少
し
大
変
な
部
分
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
季
節
ご
と
の
豊
か
な
自
然
体
験
が
で
き
る
こ
と
は
、

親
と
し
て
も
非
常
に
あ
り
が
た
く
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
元
で
採
れ
た

新
鮮
な
野
菜
や
、
奥
久
慈
し
ゃ
も
や
鮎
の
塩
焼
き
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
も
大
子
町
の
魅
力
の
一
つ
で
す
。 

そ
し
て
、
大
子
町
の
自
然
や
文
化
の
魅
力
を
よ
り
多
く
の
人
に
伝
え
た
い

と
い
う
思
い
か
ら
、
令
和
五
年
に
「
大
谷
石
の
蔵
サ
ウ
ナ
と
古
民
家
宿-

D
AIG

O
 SAU

N
A

-

」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
二
地
域
居
住
の
遊
休
期
間
を

宿
泊
施
設
と
し
て
活
用
し
て
よ
り
多
く
の
人
に
大
子
町
で
の
特
別
な
体
験
を

提
供
す
る
こ
と
に
大
き
な
価
値
を
見
出
し
て
い
ま
す
。
宿
泊
者
に
は
、
薪
ス

ト
ー
ブ
や
囲
炉
裏
な
ど
、
田
舎
な
ら
で
は
の
温
か
み
あ
る
体
験
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
大
谷
石

の
蔵
を
利
活
用
し
た
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
サ
ウ
ナ
も
提
供
し
て
い
ま

す
。
見
晴
ら
し
が
良
く
、
大
子
町

の
雄
大
な
自
然
を
存
分
に
満
喫

で
き
る
環
境
に
あ
り
ま
す
。
四
季

折
々
の
風
景
を
眺
め
な
が
ら
、
日

常
の
喧
騒
を
忘
れ
、
心
地
よ
い
時

間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。
こ
の
場
所

が
、
訪
れ
る
人
々
に
と
っ
て
大
子
町
の
新
た
な
魅
力
を
発
見
す
る
き
っ
か
け

と
な
り
、
そ
し
て
何
度
も
足
を
運
び
た
く
な
る
よ
う
な
場
所
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。 

大
子
町
と
東
京
を
行
き
来
す
る
生
活
を
続
け
る
中
で
、
私
は
、
町
に
定
住

す
る
方
が
持
ち
に
く
い
俯
瞰
し
た
視
点
や
、
都
市
部
で
培
っ
た
人
や
企
業
と

の
つ
な
が
り
を
通
じ
て
、
町
に
貢
献
で
き
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
二
地
域
居
住
者
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
役
割
だ
と
考
え
て
お
り
、
今
後
も

そ
の
視
点
を
生
か
し
て
町
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
何
よ
り
も
感
謝
し
て
い
る
の
は
、
温
か
く
迎
え
入
れ
て
く
だ
さ

っ
た
大
子
町
民
の
皆
さ
ん
で
す
。
私
た
ち
家
族
も
こ
の
町
で
楽
し
い
時
間
を

過
ご
せ
て
い
ま
す
。
特
に
、
子
供
た
ち
が
大
子
町
の
自
然
や
文
化
に
触
れ
な

が
ら
成
長
で
き
る
こ
と
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
喜
び
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
家
族
と
し
て
、
こ
の
町
で
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。 

「D
AIG

O
 SAU

N
A

」
を
き
っ
か
け
に
、
大
子
町
の
魅
力
を
よ
り
多
く
の

人
に
伝
え
た
い
と
い
う
思
い
が
ま
す
ま
す
強
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

こ
の
町
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
、
皆
さ
ん
と
共
に
素
晴
ら
し
い
未
来
を
築

い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
東
京
都
／
大
子
町
在
住
） 
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常
陸
大
宮
市
美
和
地
域
の
住
民
に
よ
る
地
域
活
性
化
活
動 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
美
和
の
森 

石
井
聖
子 

 
  

常
陸
大
宮
市
美
和
地
域
に
は
、
時
代
の
流
れ
に
伴
う
従
来
の
農
林
業
の
不

振
と
少
子
高
齢
化
に
よ
る
地
域
の
衰
退
に
危
機
感
を
持
っ
た
有
志
が
、
自
発

的
に
結
成
し
た
地
域
活
性
化
団
体
「
森
と
地
域
の
調
和
を
考
え
る
会
」（
以
下
、

「
考
え
る
会
」
と
記
す
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
会
は
、
様
々
な
地
域
資
源
の
保
護

と
有
効
活
用
を
す
る
こ
と
で
、
地
域
に
活
気
と
明
る
さ
を
取
り
戻
し
、
持
続

可
能
な
地
域
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
平
成
二
四
年
四
月
に
結
成
さ
れ
ま

し
た
。 

 

美
和
地
域
は
、
市
域
の
最
北
西
に
位
置
し
、
西
は
栃
木
県
那
須
地
域
、
北

は
大
子
町
に
接
し
て
い
ま
す
。
下
野
や
奥
州
と
の
国
境
に
接
し
て
い
た
戦
国

期
ま
で
の
地
理
的
環
境
、
豊
か
な
山
林
資
源
、
葉
煙
草
・
和
紙
・
楮
・
蒟
蒻

と
い
っ
た
か
つ
て
の
特
産
物
を
背
景
と
し
た
、
豊
か
で
厚
み
の
あ
る
歴
史
・

文
化
を
色
濃
く
残
し
て
い
ま
す
。 

「
考
え
る
会
」
が
ま
ず
取
り
上
げ
た
地
域
資
源
は
、
山
に
切
り
倒
さ
れ
た

ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
間
伐
材
で
す
。
こ
れ
を
地
域
通
貨
「
モ
リ
券
」
で
買

い
上
げ
、
森
林
の
整
備
・
美
化
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
商
店
で
の
利

用
を
進
め
て
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま
し
た
。
買
い
上
げ
た
木
材
は
、

キ
ノ
コ
の
菌
床
と
な
る
オ
ガ
粉
や
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
の
チ
ッ
プ
と
い
っ
た
有

効
な
資
源
に
加
工
し
て
売
却
し
ま
す
。
事
業
開
始
か
ら
一
〇
年
余
が
経
過
し

た
現
在
で
は
、
発
行
し
た
「
モ
リ
券
」
の
換
金
総
額
が
一
一
〇
〇
万
円
を
超

え
て
い
ま
す
。 

地
域
資
源
に
は
文
化
財
も
含
ま
れ
ま
す
。
神
社
仏
閣
な
ど
と
違
い
、
日
頃

見
慣
れ
た
風
景
や
町
並
み
に
新
鮮
な
ま
な
ざ
し
を
向
け
、
価
値
を
見
出
す
こ

と
は
難
し
い
も
の
で
す
が
、「
考
え
る
会
」
で
は
、
地
域
に
点
在
す
る
、
森
林

に
覆
わ
れ
た
中
世
城
郭
跡
の
環
境
整
備
、
高
部
宿
を
中
心
と
し
た
特
色
あ
る

街
並
み
の
美
化
を
、
多
く
の
地
域
住
民
の
協
力
の
も
と
、
行
政
に
先
駆
け
て

実
施
し
、
見
学
ツ
ア
ー
に
募
集
人
員
を
超
え
る
参
加
者
が
あ
る
な
ど
、
目
覚

ま
し
い
成
果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
活
動
が
、
山
城
跡
や
国
登
録
を
目
指
す
高
部
宿
内
建
物
の
調
査
、

旧
岡
山
酒
造
の
庭
園
「
養
浩
園
」
で
の
文
化
財
庭
園
技
術
者
協
議
会
員
の
実

技
研
修
開
催
な
ど
、
行
政
を
動
か
す
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

令
和
四
年
四
月
に
は
、「
考
え
る
会
」
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
「
特

定
非
営
利
活
動
法
人
美
和
の
森
」
を
設
立
。
同
年
三
月
に
養
浩
園
内
に
建
つ

三
階
建
て
の
望
楼
「
喜
雨
亭
」
が
国
登
録
有
形
文
化
財
、
七
月
に
は
養
浩
園

が
国
登
録
記
念
物
と
な
り
ま
し
た
。
所
有
者
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ

っ
て
、
庭
園
の
定
期
的
な
一
般
公
開
と
、
喜
雨
亭
内
部
を
含
め
た
秋
・
春
の

特
別
公
開
を
行
っ
て
い
ま
す
。
定
期
公
開
は
、
月
に
一
、
二
回
に
過
ぎ
ま
せ

ん
が
、
事
前
申
込
に
よ
る
団
体
見
学
も
あ
り
、
令
和
四
年
度
も
五
年
度
も
、

市
外
は
も
ち
ろ
ん
県
外
か
ら
も
、
一
〇
〇
〇
人
以
上
の
方
に
ご
来
場
者
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

私
た
ち
は
、
激
し
い
人
口
減
少
に
よ
っ
て
寂
れ
、
諦
念
の
漂
う
高
齢
化
し

た
地
域
を
元
気
付
け
、
ふ
る
さ
と
に
対
す
る
自
信
と
誇
り
の
種
を
創
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
本
当
の
地
域
の
活
性
化
に
は
、
地
域
全
体
に
恩
恵
の

及
ぶ
、
地
域
に
根
差
し
た
産
業
の
創
出
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
当
地
に
お

い
て
は
、
県
を
代
表
す
る
観
光
地
を
持
つ
大
子
町
と
は
異
な
り
、
観
光
に
頼

る
こ
と
は
困
難
で
す
。 

美
和
地
域
は
林
業
で
栄
え
た
地
で
あ
り
、
現
在
も
豊
か
な
森
林
資
源
に
恵

ま
れ
て
い
ま
す
が
、
様
々
な
要
因
に
よ
っ
て
か
つ
て
ほ
ど
の
活
気
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
地
域
内
の
高
齢
級
林
を
文
化
庁
の
「
ふ
る
さ
と
文
化
財
の

森
」
に
設
定
す
る
こ
と
を
働
き
か
け
、
文
化
財
建
造
物
の
修
復
材
候
補
と
し

て
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る
こ
と
も
し
て
い
ま
す
。 

『
ほ
な
い
歴
史
通
信
』
を
支
え
る
皆
さ
ん
同
様
、
そ
れ
ぞ
れ
に
仕
事
を
持

ち
な
が
ら
の
活
動
で
は
あ
り
ま
す
が
、
楮
や
漆
な
ど
、
共
通
す
る
特
産
品
を

持
っ
て
い
た
地
域
と
し
て
、
大
子
町
の
方
々
と
協
力
し
合
っ
て
県
北
西
地
域

に
活
気
を
も
た
ら
し
た
い
も
の
で
す
。 

 
 

 
 

（
常
陸
大
宮
市
在
住
） 

幕
末
期
か
ら
明
治
期
の
大
子
の
「
町
」
に
つ
い
て 

―
「
皆
吉
家
文
書
」
の
紹
介
を
通
し
て
― 

 
 

小
松
崎
研 

 

 

『
新
編
常
陸
国
誌
』
に
よ
れ
ば
、
江
戸
時
代
後
期
の
大
子
村
の
中
に
は
、

「
小
名
」
と
し
て
、
近
町
、
本
町
、
金
町
、
泉
町
の
「
町
」
が
あ
っ
た
。 

こ
の
「
町
」
に
つ
い
て
、
『
大
子
町
史 

通
史
編 

上
巻
』
は
、
「
行
政
的
に

は
藩
の
統
制
を
受
け
な
が
ら
も
、
町
内
の
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
行
事
や
そ
の
他

の
問
題
に
つ
い
て
は
、
仲
間
の
協
力
や
話
し
合
い
に
よ
っ
て
解
決
す
る
と
い

う
自
治
的
性
格
を
も
っ
て
い
た
」
と
し
て
い
る
。 

そ
れ
で
は
、「
町
」
の
自
治
的
性
格
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
な

の
で
あ
ろ
う
か
。
近
年
新
た
に
発
見
さ
れ
た
史
料
「
皆
吉
家
文
書
」
を
紹
介

し
な
が
ら
検
討
し
て
み
た
い
。 

「
皆
吉
家
文
書
」
は
、
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
に
、
大
子
町
泉
町
の

皆
吉
家
に
お
い
て
、
皆
吉
園
の
店
舗
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
建
物
を
取
り
壊

し
た
際
に
発
見
さ
れ
た
文
書
群
で
（
１
）
、
家
業
・
家
政
、
郵
便
局
、
書
簡
・
葉

書
、
書
籍
、
大
子
町
政
、
泉
町
に
関
す
る
も
の
、
以
上
約
三
千
点
が
確
認
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
泉
町
に
関
す
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

①
幕
末
期
か
ら
明
治
期
の
祭
礼
関
係 

十
二
所
神
社
や
愛
宕
神
社
の
祭
礼
、
コ
レ
ラ
除
け
の
天
王
祭
の
費
用
を

記
録
し
た
帳
簿
。
屋
台
の
制
作
や
修
繕
の
費
用
を
記
録
し
た
帳
簿
。
な
お
、

屋
台
は
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
に
修
繕
、
同
四
年
（
一
八
四
七
）
に
新
た
に

製
作
さ
れ
て
い
る
。 

②
明
治
期
の
普
請
関
係 

久
慈
川
の
渡
船
場
か
ら
泉
町
に
入
る
木
戸
の
普
請
の
費
用
を
記
録
し

た
帳
簿
。
町
内
の
道
路
に
縁
石
を
設
置
す
る
普
請
の
費
用
を
記
録
し
た
帳

簿
。
町
内
の
道
路
の
修
繕
に
人
足
と
し
て
出
た
者
を
記
録
し
た
帳
簿
。
栄

橋
（
２
）

の
新
規
の
普
請
の
費
用
を
記
録
し
た
帳
簿
。
な
お
、
普
請
の
費
用

は
、
各
戸
に
よ
る
分
担
の
ほ
か
、
寄
附
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
た
。 

③
幕
末
期
か
ら
明
治
期
の
「
町
」
の
費
用
関
係 

「
日
指
」
、
「
日
掛
」
の
帳
簿
。
水
戸
藩
で
は
村
の
費
用
で
あ
る
村
入
用

を
「
指
銭
」
や
「
指
割
」
な
ど
と
呼
ん
だ
と
さ
れ
て
い
る
（
３
）
。
「
日
指
」
、

「
日
掛
」
と
は
、「
町
」
の
費
用
を
、
各
戸
か
ら
日
ご
と
に
徴
収
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。 

④
明
治
期
の
金
融
関
係 

「
泉
講
中
」
の
者
が
「
町
内
金
」
か
ら
資
金
の
融
通
を
受
け
て
お
り
、

そ
の
返
済
を
記
録
し
た
帳
簿
。
「
町
内
金
」
と
は
、
「
町
」
が
「
日
指
」
や

「
日
掛
」
に
よ
り
集
め
、
管
理
し
て
い
た
資
金
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。 

以
上
か
ら
、
幕
末
期
か
ら
明
治
期
の
泉
町
で
は
、
①
祭
礼
の
運
営
、
②
道

路
や
橋
な
ど
の
普
請
、
③
「
町
」
の
費
用
の
徴
収
、
④
金
融
（
資
金
の
融
通
）

が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
う
ち
、
①
と
③
は
、
現
代
の
町
内

会
の
活
動
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
が
、
②
は
現
代
で
は
公
共
事
業
と
し
て
行

わ
れ
て
お
り
、
④
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。 

幕
末
期
か
ら
明
治
期
の
大
子
の
「
町
」
は
、
現
代
の
町
内
会
よ
り
も
幅
広

い
「
自
治
」
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

今
後
は
、
他
の
「
町
」
の
分
析
も
行
い
、
検
討
を
深
め
て
い
き
た
い
。 

 

注
（
１
）
大
子
町
歴
史
資
料
調
査
研
究
員
の
大
金
祐
介
氏
が
、
発
見
者
の
皆
吉
俊
一
氏

か
ら
連
絡
を
受
け
て
調
査
を
行
い
、
筆
者
も
調
査
に
参
加
し
た
。
調
査
結
果

の
概
要
に
つ
い
て
は
、
大
金
氏
に
よ
り
、
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
八
月

四
日
の
ふ
る
さ
と
歴
史
講
座
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
本
稿
は
、
報
告

の
一
部
を
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。 

（
２
）『
大
子
町
史 

通
史
編 

下
巻
』
に
よ
れ
ば
、
泉
町
通
り
と
横
町
通
り
の
交
差
点

付
近
の
中
堀
に
板
橋
が
架
か
っ
て
い
た
。
普
請
に
使
わ
れ
た
材
料
等
か
ら
、

こ
の
板
橋
の
可
能
性
が
あ
る
。 

（
３
）
野
上
平
『
水
戸
藩
農
村
の
研
究
』
（
風
涛
社
、
一
九
九
七
） 

（
水
戸
市
在
住
） 
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常
陸
大
宮
市
美
和
地
域
の
住
民
に
よ
る
地
域
活
性
化
活
動 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
美
和
の
森 

石
井
聖
子 

 
  

常
陸
大
宮
市
美
和
地
域
に
は
、
時
代
の
流
れ
に
伴
う
従
来
の
農
林
業
の
不

振
と
少
子
高
齢
化
に
よ
る
地
域
の
衰
退
に
危
機
感
を
持
っ
た
有
志
が
、
自
発

的
に
結
成
し
た
地
域
活
性
化
団
体
「
森
と
地
域
の
調
和
を
考
え
る
会
」（
以
下
、

「
考
え
る
会
」
と
記
す
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
会
は
、
様
々
な
地
域
資
源
の
保
護

と
有
効
活
用
を
す
る
こ
と
で
、
地
域
に
活
気
と
明
る
さ
を
取
り
戻
し
、
持
続

可
能
な
地
域
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
平
成
二
四
年
四
月
に
結
成
さ
れ
ま

し
た
。 

 

美
和
地
域
は
、
市
域
の
最
北
西
に
位
置
し
、
西
は
栃
木
県
那
須
地
域
、
北

は
大
子
町
に
接
し
て
い
ま
す
。
下
野
や
奥
州
と
の
国
境
に
接
し
て
い
た
戦
国

期
ま
で
の
地
理
的
環
境
、
豊
か
な
山
林
資
源
、
葉
煙
草
・
和
紙
・
楮
・
蒟
蒻

と
い
っ
た
か
つ
て
の
特
産
物
を
背
景
と
し
た
、
豊
か
で
厚
み
の
あ
る
歴
史
・

文
化
を
色
濃
く
残
し
て
い
ま
す
。 

「
考
え
る
会
」
が
ま
ず
取
り
上
げ
た
地
域
資
源
は
、
山
に
切
り
倒
さ
れ
た

ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
間
伐
材
で
す
。
こ
れ
を
地
域
通
貨
「
モ
リ
券
」
で
買

い
上
げ
、
森
林
の
整
備
・
美
化
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
商
店
で
の
利

用
を
進
め
て
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま
し
た
。
買
い
上
げ
た
木
材
は
、

キ
ノ
コ
の
菌
床
と
な
る
オ
ガ
粉
や
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
の
チ
ッ
プ
と
い
っ
た
有

効
な
資
源
に
加
工
し
て
売
却
し
ま
す
。
事
業
開
始
か
ら
一
〇
年
余
が
経
過
し

た
現
在
で
は
、
発
行
し
た
「
モ
リ
券
」
の
換
金
総
額
が
一
一
〇
〇
万
円
を
超

え
て
い
ま
す
。 

地
域
資
源
に
は
文
化
財
も
含
ま
れ
ま
す
。
神
社
仏
閣
な
ど
と
違
い
、
日
頃

見
慣
れ
た
風
景
や
町
並
み
に
新
鮮
な
ま
な
ざ
し
を
向
け
、
価
値
を
見
出
す
こ

と
は
難
し
い
も
の
で
す
が
、「
考
え
る
会
」
で
は
、
地
域
に
点
在
す
る
、
森
林

に
覆
わ
れ
た
中
世
城
郭
跡
の
環
境
整
備
、
高
部
宿
を
中
心
と
し
た
特
色
あ
る

街
並
み
の
美
化
を
、
多
く
の
地
域
住
民
の
協
力
の
も
と
、
行
政
に
先
駆
け
て

実
施
し
、
見
学
ツ
ア
ー
に
募
集
人
員
を
超
え
る
参
加
者
が
あ
る
な
ど
、
目
覚

ま
し
い
成
果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
活
動
が
、
山
城
跡
や
国
登
録
を
目
指
す
高
部
宿
内
建
物
の
調
査
、

旧
岡
山
酒
造
の
庭
園
「
養
浩
園
」
で
の
文
化
財
庭
園
技
術
者
協
議
会
員
の
実

技
研
修
開
催
な
ど
、
行
政
を
動
か
す
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

令
和
四
年
四
月
に
は
、「
考
え
る
会
」
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
「
特

定
非
営
利
活
動
法
人
美
和
の
森
」
を
設
立
。
同
年
三
月
に
養
浩
園
内
に
建
つ

三
階
建
て
の
望
楼
「
喜
雨
亭
」
が
国
登
録
有
形
文
化
財
、
七
月
に
は
養
浩
園

が
国
登
録
記
念
物
と
な
り
ま
し
た
。
所
有
者
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ

っ
て
、
庭
園
の
定
期
的
な
一
般
公
開
と
、
喜
雨
亭
内
部
を
含
め
た
秋
・
春
の

特
別
公
開
を
行
っ
て
い
ま
す
。
定
期
公
開
は
、
月
に
一
、
二
回
に
過
ぎ
ま
せ

ん
が
、
事
前
申
込
に
よ
る
団
体
見
学
も
あ
り
、
令
和
四
年
度
も
五
年
度
も
、

市
外
は
も
ち
ろ
ん
県
外
か
ら
も
、
一
〇
〇
〇
人
以
上
の
方
に
ご
来
場
者
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

私
た
ち
は
、
激
し
い
人
口
減
少
に
よ
っ
て
寂
れ
、
諦
念
の
漂
う
高
齢
化
し

た
地
域
を
元
気
付
け
、
ふ
る
さ
と
に
対
す
る
自
信
と
誇
り
の
種
を
創
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
本
当
の
地
域
の
活
性
化
に
は
、
地
域
全
体
に
恩
恵
の

及
ぶ
、
地
域
に
根
差
し
た
産
業
の
創
出
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
当
地
に
お

い
て
は
、
県
を
代
表
す
る
観
光
地
を
持
つ
大
子
町
と
は
異
な
り
、
観
光
に
頼

る
こ
と
は
困
難
で
す
。 

美
和
地
域
は
林
業
で
栄
え
た
地
で
あ
り
、
現
在
も
豊
か
な
森
林
資
源
に
恵

ま
れ
て
い
ま
す
が
、
様
々
な
要
因
に
よ
っ
て
か
つ
て
ほ
ど
の
活
気
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
地
域
内
の
高
齢
級
林
を
文
化
庁
の
「
ふ
る
さ
と
文
化
財
の

森
」
に
設
定
す
る
こ
と
を
働
き
か
け
、
文
化
財
建
造
物
の
修
復
材
候
補
と
し

て
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る
こ
と
も
し
て
い
ま
す
。 

『
ほ
な
い
歴
史
通
信
』
を
支
え
る
皆
さ
ん
同
様
、
そ
れ
ぞ
れ
に
仕
事
を
持

ち
な
が
ら
の
活
動
で
は
あ
り
ま
す
が
、
楮
や
漆
な
ど
、
共
通
す
る
特
産
品
を

持
っ
て
い
た
地
域
と
し
て
、
大
子
町
の
方
々
と
協
力
し
合
っ
て
県
北
西
地
域

に
活
気
を
も
た
ら
し
た
い
も
の
で
す
。 

 
 

 
 

（
常
陸
大
宮
市
在
住
） 

幕
末
期
か
ら
明
治
期
の
大
子
の
「
町
」
に
つ
い
て 

―
「
皆
吉
家
文
書
」
の
紹
介
を
通
し
て
― 

 
 

小
松
崎
研 

 

 

『
新
編
常
陸
国
誌
』
に
よ
れ
ば
、
江
戸
時
代
後
期
の
大
子
村
の
中
に
は
、

「
小
名
」
と
し
て
、
近
町
、
本
町
、
金
町
、
泉
町
の
「
町
」
が
あ
っ
た
。 

こ
の
「
町
」
に
つ
い
て
、
『
大
子
町
史 

通
史
編 

上
巻
』
は
、
「
行
政
的
に

は
藩
の
統
制
を
受
け
な
が
ら
も
、
町
内
の
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
行
事
や
そ
の
他

の
問
題
に
つ
い
て
は
、
仲
間
の
協
力
や
話
し
合
い
に
よ
っ
て
解
決
す
る
と
い

う
自
治
的
性
格
を
も
っ
て
い
た
」
と
し
て
い
る
。 

そ
れ
で
は
、「
町
」
の
自
治
的
性
格
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
な

の
で
あ
ろ
う
か
。
近
年
新
た
に
発
見
さ
れ
た
史
料
「
皆
吉
家
文
書
」
を
紹
介

し
な
が
ら
検
討
し
て
み
た
い
。 

「
皆
吉
家
文
書
」
は
、
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
に
、
大
子
町
泉
町
の

皆
吉
家
に
お
い
て
、
皆
吉
園
の
店
舗
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
建
物
を
取
り
壊

し
た
際
に
発
見
さ
れ
た
文
書
群
で
（
１
）
、
家
業
・
家
政
、
郵
便
局
、
書
簡
・
葉

書
、
書
籍
、
大
子
町
政
、
泉
町
に
関
す
る
も
の
、
以
上
約
三
千
点
が
確
認
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
泉
町
に
関
す
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

①
幕
末
期
か
ら
明
治
期
の
祭
礼
関
係 

十
二
所
神
社
や
愛
宕
神
社
の
祭
礼
、
コ
レ
ラ
除
け
の
天
王
祭
の
費
用
を

記
録
し
た
帳
簿
。
屋
台
の
制
作
や
修
繕
の
費
用
を
記
録
し
た
帳
簿
。
な
お
、

屋
台
は
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
に
修
繕
、
同
四
年
（
一
八
四
七
）
に
新
た
に

製
作
さ
れ
て
い
る
。 

②
明
治
期
の
普
請
関
係 

久
慈
川
の
渡
船
場
か
ら
泉
町
に
入
る
木
戸
の
普
請
の
費
用
を
記
録
し

た
帳
簿
。
町
内
の
道
路
に
縁
石
を
設
置
す
る
普
請
の
費
用
を
記
録
し
た
帳

簿
。
町
内
の
道
路
の
修
繕
に
人
足
と
し
て
出
た
者
を
記
録
し
た
帳
簿
。
栄

橋
（
２
）

の
新
規
の
普
請
の
費
用
を
記
録
し
た
帳
簿
。
な
お
、
普
請
の
費
用

は
、
各
戸
に
よ
る
分
担
の
ほ
か
、
寄
附
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
た
。 

③
幕
末
期
か
ら
明
治
期
の
「
町
」
の
費
用
関
係 

「
日
指
」
、
「
日
掛
」
の
帳
簿
。
水
戸
藩
で
は
村
の
費
用
で
あ
る
村
入
用

を
「
指
銭
」
や
「
指
割
」
な
ど
と
呼
ん
だ
と
さ
れ
て
い
る
（
３
）
。
「
日
指
」
、

「
日
掛
」
と
は
、「
町
」
の
費
用
を
、
各
戸
か
ら
日
ご
と
に
徴
収
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。 

④
明
治
期
の
金
融
関
係 

「
泉
講
中
」
の
者
が
「
町
内
金
」
か
ら
資
金
の
融
通
を
受
け
て
お
り
、

そ
の
返
済
を
記
録
し
た
帳
簿
。
「
町
内
金
」
と
は
、
「
町
」
が
「
日
指
」
や

「
日
掛
」
に
よ
り
集
め
、
管
理
し
て
い
た
資
金
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。 

以
上
か
ら
、
幕
末
期
か
ら
明
治
期
の
泉
町
で
は
、
①
祭
礼
の
運
営
、
②
道

路
や
橋
な
ど
の
普
請
、
③
「
町
」
の
費
用
の
徴
収
、
④
金
融
（
資
金
の
融
通
）

が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
う
ち
、
①
と
③
は
、
現
代
の
町
内

会
の
活
動
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
が
、
②
は
現
代
で
は
公
共
事
業
と
し
て
行

わ
れ
て
お
り
、
④
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。 

幕
末
期
か
ら
明
治
期
の
大
子
の
「
町
」
は
、
現
代
の
町
内
会
よ
り
も
幅
広

い
「
自
治
」
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

今
後
は
、
他
の
「
町
」
の
分
析
も
行
い
、
検
討
を
深
め
て
い
き
た
い
。 

 

注
（
１
）
大
子
町
歴
史
資
料
調
査
研
究
員
の
大
金
祐
介
氏
が
、
発
見
者
の
皆
吉
俊
一
氏

か
ら
連
絡
を
受
け
て
調
査
を
行
い
、
筆
者
も
調
査
に
参
加
し
た
。
調
査
結
果

の
概
要
に
つ
い
て
は
、
大
金
氏
に
よ
り
、
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
八
月

四
日
の
ふ
る
さ
と
歴
史
講
座
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
本
稿
は
、
報
告

の
一
部
を
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。 

（
２
）『
大
子
町
史 

通
史
編 

下
巻
』
に
よ
れ
ば
、
泉
町
通
り
と
横
町
通
り
の
交
差
点

付
近
の
中
堀
に
板
橋
が
架
か
っ
て
い
た
。
普
請
に
使
わ
れ
た
材
料
等
か
ら
、

こ
の
板
橋
の
可
能
性
が
あ
る
。 

（
３
）
野
上
平
『
水
戸
藩
農
村
の
研
究
』
（
風
涛
社
、
一
九
九
七
） 

（
水
戸
市
在
住
） 
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大
子
町
交
流
拠
点
施
設
の
開
業
に
寄
せ
て 

  

令
和
六
年
六
月
一
日
、
大
子
町
栄
町
に
大
子
町
交
流
拠
点
施
設
が
開
業
し

た
。
同
施
設
は
、
木
造
三
階
建
て
、
通
り
に
面
し
た
北
側
が
ガ
ラ
ス
張
り
で
、

一
階
は
特
産
物
等
の
展
示
・
販
売
ス
ペ
ー
ス
、
二
階
は
交
流
・
休
憩
ス
ペ
ー

ス
、
三
階
は
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
。
年
末
年
始
を
除
き
、
毎
日

営
業
し
て
お
り
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で
利
用
で
き
る
。
特
産
品
の

販
売
、
友
人
と
の
交
流
、
ま
ち
歩
き
の
休
憩
、
児
童
生
徒
の
自
主
学
習
、
イ

ベ
ン
ト
会
場
な
ど
、
様
々
な
用
途
で
活
用
さ
れ
、
中
心
市
街
地
活
性
化
の
一

翼
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。 

 

同
施
設
の
建
築
上
の
大
き
な
特
徴
と
言
え
ば
、
木
造
三
階
建
て
で
あ
る
こ

と
だ
が
、
歴
史
を
紐
解
く
と
、
か
つ
て
中
心
市
街
地
に
は
、
他
に
も
木
造
三

階
建
て
の
建
物
が
あ
っ
た
。
菊
屋
旅
館
と
栄
屋
旅
館
で
あ
る
。 

 

菊
屋
旅
館
は
、
本
町
、
現
在
の
ア
パ
ー
ト
「
カ
ー
サ 

ク
リ
サ
ン
テ
ー
モ
」

の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
創
業
時
期
は
不
明
だ
が
、
主
の
高
安
徳
四
郎
の
名
前

が
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
四
月
発
行
の
『
衆
議
院
議
員
選
挙
有
権
者
名

鑑
』
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
明
治
後
期
に
は
開
業
し
て
い
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
木
造
三
階
建
て
の
建
物
は
、
現
在
の
安
田
工
務
店
の
施

工
に
よ
り
、
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
十
二
月
に
竣
工
し
た
（
１
）
。
大
子
町
最

大
の
繁
華
街
で
あ
る
金
町
通
り
と
本
町
通
り
の
交
差
点
に
隣
接
し
、
大
子
町

を
代
表
す
る
洋
風
建
築
で
あ
る
大

子
銀
行
本
店
と
本
町
通
り
を
挟
ん

で
並
び
立
つ
そ
の
姿
は
、
さ
な
が

ら
ま
ち
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
だ
っ
た

こ
と
だ
ろ
う
。 

栄
屋
旅
館
は
、
本
町
、
現
在
の
旧

ロ
ン
シ
ャ
ン
及
び
そ
の
西
隣
の
民

家
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
大
正
四

年
（
一
九
一
五
）
秋
、
海
野
新
次
郎
が
旧
大
子
館
（
小
室
甲
子
男
が
経
営
し
て
い

た
旅
館
）
を
借
り
、
さ
ら
に
木
造
三
階
建
て
の
別
棟
を
新
築
し
て
開
業
し
た
が
、

翌
年
三
月
七
日
の
大
火
で
焼
失
し
た
（
２
）
。
そ
の
後
、
再
建
を
果
た
し
、
木
造

二
階
建
て
の
洋
風
建
築
（
旧
ロ
ン
シ
ャ
ン
）
と
木
造
三
階
建
て
の
建
物
の
二
棟

を
構
え
、
旅
館
と
料
理
店
を
営
業
し
た
。
立
憲
改
進
党
系
の
大
物
代
議
士
で

あ
る
大
津
淳
一
郎
が
宿
泊
す
る
時
は
、
箱
枕
を
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
っ
て
い
る
（
３
）
。 

両
旅
館
は
、
政
治
史
に
お
い
て
も
名
前
が
残
っ
て
い
る
。
大
正
十
二
年
（
一

九
二
三
）
九
月
の
茨
城
県
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
、
同
選
挙
に
立
候
補
し
た

立
憲
政
友
会
の
川
口
利
吉
は
菊
屋
旅
館
に
、
憲
政
会
の
永
瀬
清
は
栄
屋
旅
館

に
そ
れ
ぞ
れ
選
挙
対
策
本
部
を
置
い
た
の
で
あ
る
。
同
選
挙
は
保
内
郷
を
二

分
す
る
戦
い
と
な
り
、
両
旅
館
は
激
し
い
選
挙
戦
の
最
前
線
と
な
っ
た
（
４
）
。 

こ
の
よ
う
に
、
か
つ
て
中
心
市
街
地
に
あ
っ
た
木
造
三
階
建
て
の
建
物
は
、

歴
史
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
。
大
子
町
交
流
拠
点
施
設
の
歴
史
は
、
今
、

始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
は
た
し
て
、
こ
れ
か
ら
如
何
な
る
歴
史
が
創
ら

れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
私
は
楽
し
み
で
な
ら
な
い
。 

 
 

 

（
大
金
祐
介
） 

 

注
（
１
）
菊
屋
旅
館
の
木
造
三
階
建
て
の
建
物
が
写
る
写
真
の
添
え
書
き
よ
り 

（
２
）
益
子
彦
五
郎
『
最
近
大
子
記
事
并
ニ
余
町
長
ノ
事
績
』 

（
３
）
大
子
町
史
編
さ
ん
委
員
会
『
語
り
つ
ぐ
大
子
の
歴
史
』
（
一
九
八
六
） 

（
４
）
霞
五
郎
『
保
内
郷
土
誌
お
ら
が
在
所
』
（
一
九
五
二
） 

 
菊屋旅館（大正 11年） 

 
栄屋旅館（昭和初期） 

 
大子町交流拠点施設 

【
保
内
衆
の
戦
国
時
代(

３)

】 

荒
巻
氏
の
黒
沢
進
出
と
那
須
天
文
の
乱 

 

戦
国
時
代
の
黒
沢
村
に
は
、
荒
巻(

蒔)

氏
と
呼
ば
れ
る
武
士
が
居
住
し
て
い

ま
し
た
。
荒
巻
氏
は
、
も
と
も
と
岩
城
領
で
あ
っ
た
小
里
（
旧
里
見
村
域
）
に

居
住
し
て
い
ま
し
た
が
（
「
荒
巻
秀
富
由
緒
届
書
」
）
、
い
ず
れ
か
の
段
階
で
、
黒

沢
村
に
拠
点
を
移
し
、
佐
竹
氏
家
臣
と
し
て
活
動
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

本
稿
で
は
、
荒
巻
氏
の
黒
沢
村
へ
の
土
着
の
背
景
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

黒
沢
村
に
は
、
一
五
世
紀
末
頃
よ
り
、
白
川
氏
家
臣
と
思
わ
れ
る
深
谷
氏

が
居
住
し
て
い
ま
し
た
が
、
天
文
一
〇
年
（
一
五
四
一
）
か
ら
一
三
年
の
頃
に
、

佐
竹
氏
当
主
義
篤
か
ら
の
攻
撃
を
受
け
、
滅
ぼ
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
深
谷

氏
に
代
わ
っ
て
黒
沢
村
に
入
っ
た
の
が
荒
巻
氏
で
し
た
が
、
永
禄
元
年
（
一

五
五
八
）
に
上
郷
の
高
徳
寺
に
涅
槃
図
（
大
子
町
指
定
文
化
財
）
を
寄
進
す
る
以

前
の
動
向
は
詳
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

荒
巻
氏
の
黒
沢
進
出
以
前
の
動
向
が
わ
か
る
、
次
の
書
状
に
注
目
し
て
み

ま
す
。 

 
 

お
手
紙
を
い
た
だ
き
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
い
か
に
も
（
状
況
が
）

よ
く
聞
こ
え
て
い
た
の
に
（
こ
の
よ
う
な
こ
と
と
な
り
）
、
（
味
方
は
）

い
ず
れ
も
油
断
を
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
思
い
が
け
な
く
、
拠
点
を

確
保
で
き
て
い
ま
す
、
そ
こ
で
、
普
請
の
こ
と
に
つ
い
て
、（
佐
竹
義
昭

様
の
命
で
）
石
井
豊
前
を
遣
わ
し
ま
し
た
。
こ
の
た
び
よ
く
、
普
請
が

整
う
よ
う
に
（
豊
前
と
）
談
合
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。
又
、
須
賀
川
の

者
た
ち
を
降
伏
さ
せ
た
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ね
。
そ
の
こ
と
が
事
実

で
あ
れ
ば
、（
豊
前
と
）
談
合
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
に
よ
く
伝

え
る
よ
う
、
豊
前
に
も
お
話
し
し
て
お
き
ま
し
た
。
か
し
く
。 

 
 

荒
巻
掃
部
殿 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

義
里 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
天
文
一
八
年
か
ら
二
〇
年
頃
、
秋
田
藩
家
蔵
文
書
五
） 

 

佐
竹
氏
当
主
義
昭
の
叔
父
で
、
大
子
地
域
の
武
士
の
統
括
や
、
南
郷
・
那

須
地
域
の
外
交
を
担
っ
た
佐
竹
南
家
当
主
義
里
が
、
荒
巻
掃
部
（
秀
縄
）
に
送

っ
た
書
状
で
す
。
年
月
日
が
無
く
、
状
況
の
推
定
が
難
し
い
で
す
が
、
上
那

須
地
域
（
現
大
田
原
市
・
那
須
町
）
の
須
賀
川
（
現
大
田
原
市
）
方
面
で
の
戦
闘

の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
天
文
一
八
年
（
一
五
四
九
）
頃
か
ら
同

二
〇
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
、
那
須
氏
当
主
高
資
を
め
ぐ
る
戦
乱
（
那
須
天
文

の
乱
）
に
関
わ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

那
須
天
文
の
乱
の
中
、
佐
竹
氏
は
岩
城
氏
と
と
も
に
那
須
高
資
を
支
援
す

る
た
め
に
軍
勢
を
遣
わ
し
ま
す
。
そ
の
主
力
と
な
っ
た
の
が
、
荒
巻
氏
で
し

た
。
荒
巻
氏
は
高
資
方
と
し
て
軍
事
行
動
を
行
い
、
高
資
か
ら
、「
こ
の
た
び

の
こ
ち
ら
の
『
取
乱
』（
内
紛
）
の
た
め
に
、
二
度
も
出
陣
い
た
だ
き
、
大
変

喜
ば
し
い
こ
と
で
す
」
と
礼
状
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
（
「
秋
田
藩
家
蔵
文
書
」
五
）
。

ま
た
、
岩
城
氏
当
主
重
隆
か
ら
も
、
「
那
須
家
の
内
紛
で
、
こ
ち
ら
（
岩
城
）

か
ら
那
須
地
域
に
向
か
っ
た
者
に
大
変
よ
く
し
て
く
れ
、
感
謝
す
る
。
…
今

後
と
も
那
須
地
域
を
往
復
す
る
者
た
ち
が
無
事
に
通
行
で
き
る
よ
う
に
し
て

も
ら
え
た
ら
、
う
れ
し
い
」
と
、
乱
の
影
響
で
途
絶
え
が
ち
な
通
行
の
安
全

を
保
証
し
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
（
「
秋
田
藩
家
蔵
文
書
」
五
）
。 

 

南
義
里
書
状
で
も
、
荒
巻
氏
が
那
須
氏
方
の
須
賀
川
勢
を
降
伏
さ
せ
る
と

と
も
に
、
那
須
氏
に
対
応
す
る
た
め
の
城
郭
の
普
請
を
担
う
な
ど
、
上
那
須

勢
と
の
戦
闘
に
対
応
し
た
動
き
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
こ
に
、

義
里
重
臣
で
生
瀬
に
基
盤
を
置
く
石
井
豊
前
が
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、

佐
竹
氏
方
の
義
里
が
荒
巻
氏
に
対
し
て
丁
寧
な
言
葉
遣
い
を
し
て
い
る
た
め
、

こ
の
時
点
で
は
荒
巻
氏
は
ま
だ
岩
城
氏
家
臣
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

天
文
二
〇
年
の
高
資
の
横
死
で
、
那
須
天
文
の
乱
は
終
わ
り
を
迎
え
ま
す
。

そ
の
際
、
荒
巻
氏
の
功
績
を
ね
ぎ
ら
い
、
佐
竹
氏
が
新
た
な
所
領
と
し
て
与

え
た
の
が
、
黒
沢
村
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
那
須
天
文
の
乱
へ
の
従

軍
を
通
じ
て
、
荒
巻
氏
は
佐
竹
氏
や
佐
竹
南
家
と
接
点
を
持
ち
、
保
内
の
武

士
へ
と
転
身
を
遂
げ
た
の
で
す
。
こ
の
後
、
荒
巻
氏
は
南
家
の
重
臣
と
し
て

活
躍
し
、
南
義
尚
の
那
須
家
継
承
計
画
の
際
に
そ
の
付
人
に
選
ば
れ
る
な
ど

（
計
画
自
体
は
失
敗
）
、
那
須
地
域
と
の
関
わ
り
も
続
き
ま
し
た
。（
藤
井
達
也
） 



− 7 −

【
保
内
衆
の
戦
国
時
代(

３)

】 

荒
巻
氏
の
黒
沢
進
出
と
那
須
天
文
の
乱 

 

戦
国
時
代
の
黒
沢
村
に
は
、
荒
巻(

蒔)

氏
と
呼
ば
れ
る
武
士
が
居
住
し
て
い

ま
し
た
。
荒
巻
氏
は
、
も
と
も
と
岩
城
領
で
あ
っ
た
小
里
（
旧
里
見
村
域
）
に

居
住
し
て
い
ま
し
た
が
（
「
荒
巻
秀
富
由
緒
届
書
」
）
、
い
ず
れ
か
の
段
階
で
、
黒

沢
村
に
拠
点
を
移
し
、
佐
竹
氏
家
臣
と
し
て
活
動
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

本
稿
で
は
、
荒
巻
氏
の
黒
沢
村
へ
の
土
着
の
背
景
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

黒
沢
村
に
は
、
一
五
世
紀
末
頃
よ
り
、
白
川
氏
家
臣
と
思
わ
れ
る
深
谷
氏

が
居
住
し
て
い
ま
し
た
が
、
天
文
一
〇
年
（
一
五
四
一
）
か
ら
一
三
年
の
頃
に
、

佐
竹
氏
当
主
義
篤
か
ら
の
攻
撃
を
受
け
、
滅
ぼ
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
深
谷

氏
に
代
わ
っ
て
黒
沢
村
に
入
っ
た
の
が
荒
巻
氏
で
し
た
が
、
永
禄
元
年
（
一

五
五
八
）
に
上
郷
の
高
徳
寺
に
涅
槃
図
（
大
子
町
指
定
文
化
財
）
を
寄
進
す
る
以

前
の
動
向
は
詳
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

荒
巻
氏
の
黒
沢
進
出
以
前
の
動
向
が
わ
か
る
、
次
の
書
状
に
注
目
し
て
み

ま
す
。 

 
 

お
手
紙
を
い
た
だ
き
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
い
か
に
も
（
状
況
が
）

よ
く
聞
こ
え
て
い
た
の
に
（
こ
の
よ
う
な
こ
と
と
な
り
）
、
（
味
方
は
）

い
ず
れ
も
油
断
を
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
思
い
が
け
な
く
、
拠
点
を

確
保
で
き
て
い
ま
す
、
そ
こ
で
、
普
請
の
こ
と
に
つ
い
て
、（
佐
竹
義
昭

様
の
命
で
）
石
井
豊
前
を
遣
わ
し
ま
し
た
。
こ
の
た
び
よ
く
、
普
請
が

整
う
よ
う
に
（
豊
前
と
）
談
合
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。
又
、
須
賀
川
の

者
た
ち
を
降
伏
さ
せ
た
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ね
。
そ
の
こ
と
が
事
実

で
あ
れ
ば
、（
豊
前
と
）
談
合
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
に
よ
く
伝

え
る
よ
う
、
豊
前
に
も
お
話
し
し
て
お
き
ま
し
た
。
か
し
く
。 

 
 

荒
巻
掃
部
殿 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

義
里 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
天
文
一
八
年
か
ら
二
〇
年
頃
、
秋
田
藩
家
蔵
文
書
五
） 

 

佐
竹
氏
当
主
義
昭
の
叔
父
で
、
大
子
地
域
の
武
士
の
統
括
や
、
南
郷
・
那

須
地
域
の
外
交
を
担
っ
た
佐
竹
南
家
当
主
義
里
が
、
荒
巻
掃
部
（
秀
縄
）
に
送

っ
た
書
状
で
す
。
年
月
日
が
無
く
、
状
況
の
推
定
が
難
し
い
で
す
が
、
上
那

須
地
域
（
現
大
田
原
市
・
那
須
町
）
の
須
賀
川
（
現
大
田
原
市
）
方
面
で
の
戦
闘

の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
天
文
一
八
年
（
一
五
四
九
）
頃
か
ら
同

二
〇
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
、
那
須
氏
当
主
高
資
を
め
ぐ
る
戦
乱
（
那
須
天
文

の
乱
）
に
関
わ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

那
須
天
文
の
乱
の
中
、
佐
竹
氏
は
岩
城
氏
と
と
も
に
那
須
高
資
を
支
援
す

る
た
め
に
軍
勢
を
遣
わ
し
ま
す
。
そ
の
主
力
と
な
っ
た
の
が
、
荒
巻
氏
で
し

た
。
荒
巻
氏
は
高
資
方
と
し
て
軍
事
行
動
を
行
い
、
高
資
か
ら
、「
こ
の
た
び

の
こ
ち
ら
の
『
取
乱
』（
内
紛
）
の
た
め
に
、
二
度
も
出
陣
い
た
だ
き
、
大
変

喜
ば
し
い
こ
と
で
す
」
と
礼
状
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
（
「
秋
田
藩
家
蔵
文
書
」
五
）
。

ま
た
、
岩
城
氏
当
主
重
隆
か
ら
も
、
「
那
須
家
の
内
紛
で
、
こ
ち
ら
（
岩
城
）

か
ら
那
須
地
域
に
向
か
っ
た
者
に
大
変
よ
く
し
て
く
れ
、
感
謝
す
る
。
…
今

後
と
も
那
須
地
域
を
往
復
す
る
者
た
ち
が
無
事
に
通
行
で
き
る
よ
う
に
し
て

も
ら
え
た
ら
、
う
れ
し
い
」
と
、
乱
の
影
響
で
途
絶
え
が
ち
な
通
行
の
安
全

を
保
証
し
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
（
「
秋
田
藩
家
蔵
文
書
」
五
）
。 

 

南
義
里
書
状
で
も
、
荒
巻
氏
が
那
須
氏
方
の
須
賀
川
勢
を
降
伏
さ
せ
る
と

と
も
に
、
那
須
氏
に
対
応
す
る
た
め
の
城
郭
の
普
請
を
担
う
な
ど
、
上
那
須

勢
と
の
戦
闘
に
対
応
し
た
動
き
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
こ
に
、

義
里
重
臣
で
生
瀬
に
基
盤
を
置
く
石
井
豊
前
が
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、

佐
竹
氏
方
の
義
里
が
荒
巻
氏
に
対
し
て
丁
寧
な
言
葉
遣
い
を
し
て
い
る
た
め
、

こ
の
時
点
で
は
荒
巻
氏
は
ま
だ
岩
城
氏
家
臣
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 
天
文
二
〇
年
の
高
資
の
横
死
で
、
那
須
天
文
の
乱
は
終
わ
り
を
迎
え
ま
す
。

そ
の
際
、
荒
巻
氏
の
功
績
を
ね
ぎ
ら
い
、
佐
竹
氏
が
新
た
な
所
領
と
し
て
与

え
た
の
が
、
黒
沢
村
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
那
須
天
文
の
乱
へ
の
従

軍
を
通
じ
て
、
荒
巻
氏
は
佐
竹
氏
や
佐
竹
南
家
と
接
点
を
持
ち
、
保
内
の
武

士
へ
と
転
身
を
遂
げ
た
の
で
す
。
こ
の
後
、
荒
巻
氏
は
南
家
の
重
臣
と
し
て

活
躍
し
、
南
義
尚
の
那
須
家
継
承
計
画
の
際
に
そ
の
付
人
に
選
ば
れ
る
な
ど

（
計
画
自
体
は
失
敗
）
、
那
須
地
域
と
の
関
わ
り
も
続
き
ま
し
た
。（
藤
井
達
也
） 
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北
海
道
へ
の
勤
労
動
員
と
大
子
農
林
学
校
生
（
下
） 

―
「
い
は
ら
き
」
新
聞
に
見
る
戦
争
時
代
の
大
子
（
７
）
― 

 

昭
和
一
八
年
か
ら
始
ま
っ
た
茨
城
県
内
農
学
校
生
徒
達
の
北
海
道
へ
の

勤
労
動
員
・
援
農
は
、
三
年
目
を
迎
え
た
。
甚
だ
し
い
労
力
不
足
に
陥
い
る

な
か
、
食
糧
基
地
と
し
て
の
生
産
力
を
維
持
す
る
た
め
に
は
道
外
か
ら
の
援

農
が
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
。 

昭
和
二
○
年
五
月
一
日
、
北
海
道
庁
は
道
内
の
各
支
庁
長
、
各
町
村
長
等

宛
に
「
昭
和
二
十
年
度
緊
急
食
糧
増
産
北
海
道
派
遣
学
徒
動
員
ニ
関
ス
ル
件
」

を
発
し
た
。
そ
の
「
第
一
次
道
外
学
徒
町
村
別
割
当
表
」
に
よ
る
と
、
茨
城

県
内
七
つ
の
農
学
校
の
生
徒
達
は
十
勝
支
庁
管
内
の
町
村
に
割
り
当
て
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
一
つ
、
大
子
農
林
学
校
は
前
年
に
続
く
二
度
目
の
援
農
で
あ

る
が
、
河
東
郡
鹿
追
村
（
現
鹿
追
町
）
が
受
入
先
と
な
っ
た
。
受
入
人
数
は
生

徒
五
〇
名
と
引
率
教
諭
二
名
、
出
発
予
定
日
は
五
月
一
七
日
、
期
間
は
三
カ

月
、
と
い
う
条
件
は
他
の
六
農
学
校
も
同
様
で
あ
る
（
『
大
地
へ
の
献
身
』
）
。 

鹿
追
村
は
大
子
農
林
学
校
と
種
々
連
絡
を
取
り
合
っ
た
に
違
い
な
い
。
ま

た
、
県
も
準
備
の
た
め
の
打
合
会
を
開
い
た
。
そ
の
模
様
を
茨
城
新
聞
が
伝

え
て
い
る
。「
一
昨
年
来
本
県
か
ら
も
毎
年
数
百
名
の
農
学
徒
を
以
て
北
海
道

緊
急
食
糧
増
産
農
学
校
報
国
隊
を
結
成
派
遣
し
て
来
た
が
本
年
も
左
記
十
農

学
校
か
ら
五
十
名
づ
ゝ
五
百
名
の
農
学
徒
を
派
遣
し
基
地
食
糧
増
産
に
協
力

す
る
事
に
な
り
十
日
午
前
九
時
か
ら
水
戸
市
三
の
丸
校
に
お
い
て
県
及
び
派

遣
学
校
教
職
員
、
水
戸
管
理
部
員
等
出
席
し
て
出
動
打
合
会
を
開
き
輸
送
、

受
入
指
針
そ
の
他
細
部
に
亘
つ
て
協
議
す
る
が
大
体
出
発
は
十
七
日
午
後
二

時
十
六
分
水
戸
駅
発
の
予
定
で
あ
る
」（
昭
和
二
〇
年
五
月
九
日
付
）
。
な
お
、「
左

記
十
農
学
校
」
の
学
校
名
は
記
事
中
に
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。 

五
月
一
七
日
、
予
定
通
り
の
出
発
で
あ
っ
た
。
大
子
農
林
学
校
の
「
農
科

二
年
生
四
十
五
名
は
谷
田
部
教
諭
、
益
子
助
手
の
引
率
で
十
七
日
午
後
四
時

大
子
駅
発
勇
躍
北
海
道
に
向
つ
て
出
発
し
た
、
今
回
は
三
ケ
月
の
期
間
で
同

校
は
十
勝
河
東
郡
鹿
追
村
に
分
宿
し
て
決
戦
農
耕
の
陣
を
張
る
が
、
大
子
農

林
健
児
の
名
誉
に
か
け
て
不
撓
の
聖
鍬
を
揮
は
う
と
一
同
の
士
気
い
よ
い
よ

軒
昂
で
あ
つ
た
」（
同
年
五
月
一
八
日
付
）
。
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
る
日
本
本
土
へ

の
空
襲
が
本
格
化
す
る
な
か
、
遠
く
北
海
道
ま
で
移
動
す
る
の
は
危
険
に
満

ち
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
無
事
に
目
的
地
に
着
い
た
。
現
地
か
ら
の
第
一

報
を
、
茨
城
新
聞
が
報
じ
た
。「
食
糧
増
産
学
徒
挺
身
隊
…
一
行
は
十
勝
河
東

郡
鹿
追
に
分
宿
し
て
北
国
食
糧
基
地
の
増
産
に
大
子
農
林
健
児
不
撓
の
闘
魂

を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
士
気
益
々
旺
盛
、
土
の
尖
兵
に
連
日
感
激
の
聖
鍬
を

揮
つ
て
ゐ
る
と
力
強
い
現
地
第
一
報
が
齎
さ
れ
て
鈴
木
校
長
以
下
職
員
残
留

学
徒
を
躍
ら
せ
て
ゐ
る
」（
同
年
六
月
二
五
日
付
）
。
鹿
追
村
で
、
増
産
に
鋭
意

取
り
組
む
生
徒
達
の
姿
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
後
、
引
率
の
谷
田
部
武
雄
教

諭
に
代
っ
て
岡
村
英
教
諭
が
現
地
に
向
か
っ
た
と
の
報
道
は
あ
る
が
（
同
年

七
月
四
日
付
）
、
鹿
追
村
で
の
援
農
現
場
を
伝
え
る
続
報
は
な
い
。 

大
子
農
林
学
校
の
生
徒
達
は
、
予
定
期
間
を
大
幅
に
超
過
し
た
一
〇
月
二

日
に
帰
還
し
た
。
八
月
一
五
日
の
敗
戦
と
そ
の
後
の
激
動
の
日
々
を
、
生
徒

達
は
ど
の
よ
う
な
思
い
で
、
ど
の
よ
う
な
生
活
環
境
の
下
で
過
ご
し
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
ま
た
、『
大
子
町
史 

通
史
編 

下
巻
』
は
、
援
農
の
受
入
先
を
十

勝
支
庁
の
中
川
郡
池
田
町
と
し
て
い
る
。
新
聞
報
道
で
確
認
で
き
る
鹿
追
村

に
つ
い
て
は
何
ら
言
及
し
て
い
な
い
。
こ
の
大
き
な
違
い
を
ど
う
解
釈
し
た

ら
よ
い
の
か
。
残
さ
れ
た
課
題
は
多
い
が
、
他
日
を
期
し
た
い
。（
齋
藤
典
生
） 
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